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要旨
　超高齢社会を迎え、医療と福祉の質の高い連携がさらに求められている中で、医療依存度の高い要介護者が増加してい
る。そのため、日常生活ケアに直接的に関わる「看護と介護」のより良い連携は喫緊の課題である。しかし、その連携を妨げ
る要因に職種別部署のセクショナリズムがあげられ、基礎教育の段階で連携教育が重要視されている。そして指導にあた
る立場にある教員、指導者が十分に双方の役割、業務内容、価値観、教育背景などについて理解できていない現状も見受け
られる。そこで、学生が自分の考えや価値観とともに、他職種の価値観、考え方の違いを尊重しつつ、相互理解を基盤として
協働でチームを形成し維持する（チームマネジメント）ことができるため、今回、活動１として臨床施設と連携し連絡会議
を行いながら地域（臨床）とより連携した教育の場の基礎づくり、活動２として、教員の学習会からスタートし、教材検討な
どを行った上で医療・福祉系教員の連携による看護学科、介護福祉科学生への連携授業の実践、活動３として地域（臨床）
における課題把握を行うためのアンケート調査などを実施し、さらに今後の課題を明確化につなげた。この３つの活動の
相互関連の中で、今後、増加する認知症ケアへの取り組みを含め、地域と連携したより質の高い多職種連携教育へと発展さ
せていくための基礎づくりを行った。本報告では、その成果について述べる。

1.背景・目的
　超高齢社会の今、効率のよい質の高いチーム医療が求

められている。特に医療と福祉の連携は大きな課題であ

り、その中でも人々の「いのちと日常生活」に直接関わる

看護と介護のより良い連携は喫緊の課題である。しかし

その連携を妨げる要因として、セクショナリズムがあげ

られ、基礎教育の段階からの連携教育が重視されてい

る。そこでは学生の指導に関わる者が双方の職種の役

割、業務内容、価値観などについて十分理解し臨床・学

生・教員が共に学びあう場が必要となる。今回、以下の３

つの活動を通し、より質の高い多職種連携教育へと発展

させていくための基礎づくりを行ったのでここに報告す

る。

2.活動報告
　活動１　地域（臨床）との連携した教育の場の基礎づく
り：【実施経過】実施経過は表１に示す。【結果】看護、介護

を実践する双方の臨床施設の基礎教育における連携教育

への関心と理解を深め臨床、学校教員の学生指導に向け

た教育課題を明確化し共有するとともに相互に学びあう

機会となった。
表1 活動1の実施経過

　活動２　学生への連携授業の実施：【実施経過】学生の
連携授業は４つのステップで実施した（表２）。双方の学

科の学生のレディネス、臨床施設からの要望などを踏ま

え、またステップを1段階終了することに振り返りを行

い計画の微調整を行っていった。【結果】学生の授業アン
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ケートからはステップ１の講義では双方の職種への関心

を高め、ステップ２では具体的事例展開から看護過程と

介護過程の注目点の違いと共通点の理解を深めることが

できた。ステップ３では、お互いが持つ力を引き出し合い

ながら共同作業を進めていく様子がみられた。しかし、

ロールプレイングでは自職種の役割にこだわりすぎる状

況が見受けられ、看護師が情報提供し介護職がそれに応

ずるという場面が多くみられた。これは学生が実習で看

護職と介護職がケアを共にする場面を見る機会が少な

く、臨床のあり方の反映とも考えられた。そこでステップ

４では、教員による連携モデルロールプレイを実施。その

中から自職種しかできないこと、また双方の職種とも出

来ること（共通点）、利用者中心のケアとなるために、その

場においてどの職種がどのように動くのがよいのか、家

族を含めどの職種と連携することが必要か、授業を振り

返りながら、さらに気づきや理解を深める場となった。授

業アンケートの結果では６つの科目目標のそれぞれにお

いて８～９割の学生が達成できたと回答した。また、その

過程で看護・介護連携ワークブックの作成を行い、その

イラストをアート系の関連校に依頼したり、滋慶教育科

学研究所での学会発表や「看護と介護の人材養成」の座談

会などを通し、医療職以外の学生、教員、他部門、他機関に

対し広く関心と理解を得ることにつなげた。
表2 活動2の実施経過

　活動３　地域（臨床）における課題把握：【実施と結果】
大阪府内の臨床施設（350施設）約1200部署への郵送の

結果441施設より回答を得た。アンケート結果では、全般

的に介護職より看護職が連携はできていると高く評価

し、また双方とも役割は知っているが、具体的方法（行動）

が十分理解されていないとする傾向が見られた。看護職

と介護職では連携に対する意識に違いがあること、連携

を妨げる要因として教育背景の違いを最も多くあげてい

ることが明らかとなった。また基礎教育卒業時に身につ

ける力として、双方の職種とも患者･利用者中心の姿勢、

報告･連絡･相談、倫理姿勢が高く、次いでそれぞれの職業

の専門的技術があげられた。（表３）
表3 臨床施設が基礎教育卒業時に求める連携のための能力

＊質問項目17項目のうち得点の高い7項目　4段階評価

3.今後の課題
　さらに３つの活動を連関させながら、並行して行って

いる認知症サポーターの学生の地域貢献活動を進め、専

門職・非専門職を問わないケアの連鎖の中で、より地域

に根ざした効果的な教育環境を調整していきたい。


